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健康で勤労にはげむ明るい町lこいだしましよう。(今金町民憲章〉



第
四
固
定
例
町
話
会
ガ
六
月
二
十

三
日
に
開
か
れ
、
4
ヲ
金
町
田
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
、
補
正
予

算
等
、
他
九
件
を
提
案
審
館
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
う
り
可
決
さ
れ
ま
し

芝。
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要

l
国
土
利
用
計
画
法
の
解
説
l

一
定
胤
模
以
上
の
土
地
を
取
り
引
き

す
る
場
合
は
、
売
買
契
約
を
す
る
前
に

周
出
が
必
要
で
す
.
こ
れ
は
国
土
利
用

計
画
法
に
基
づ
き
、
土
地
的
投
機
的
取

引、

土
地
円
高
帥
崎
、
乱
開
発
な
ど
を
防

止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
.

間
山
が
必
袈
な
こ
と
を
知
ら
な
い
で

土
地
を
先
口
す
る
な
ど
、

国
土
利
用
制

.' 条今
例金
の町
石 国
立民

主壁

5震
い 険
て干見

療
袈
質
的
附
に
伴
い

改
正
い
た
し
ま
し
た

a

v
課
税
額

脱
税
最
日
限
度
制
「
二
十
六
万
円
」

を

「二
十
七
万
円
」
に
改
め
る
。

マ
所
得
制
額

総
所
付
金
額
及
び
山
林
所
得
金
舗
の

合
計
制
に
「
百
分
の
七
・
一
六
」
を
「
百

分
の
七

・
五
八
」
乗
じ
て
担
定
。

マ
資
産
割
増

固
定
資
産
税
の
係
数
に

「
百
分
の
古

O

O
」
を
「
百
分
の
六
九

ご

を

来
じ
て
算
定
。

マ
被
保
険
者
均
等
割
額

被
保
険
者

一
人
に
つ
い
て

「
一
三

0
0
0問
」
を

二

五

O
O
O内
」

に
改
め
る
。

マ
世
帯
別
平
等
割
額

立
の
よ
う
に

画
法
に
違
反

L
.
後
で
例
則
を
受
け
る

こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
.

V
賄
山
が
必
要
な
土
地
取
引
の
而
航

都
市
計
闘
区
威
内
は
、
五
千
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
、
区
域
以
外
は
、
一
万
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
側
々
円
取
引
間
梢
は
小
さ
く

て
も
、
合
計
す
る
と
一
定
而
制
以
上
と

な
る
よ
う
音
、

一
図
的
土
地
取
引
は
、

細
々
の
取
引
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
届
出

が
必
裂
で
す
.

一
世
情
に
つ
い
て

「一工
ぺ

0
0
0

円
L

を
「
二
九
、

0
0
0円
」
に
改
め

る
.マ

国
民
健
康
保
険
税
の
減
額

川
六

O
%軽
減
対
融

的
被
保
険
者
均
等
割
矧

被
保
険
者

(世
叩
主
を
除
く
)一

人
に
つ
い
て

「
九
、
六
五

O
阿
」
を

「七
‘
八

O
O円
」
に
改
め
る
。

制
世
帯
別
平
等
訓
額
一
世
帯
に
つ
い

て
「
一
ニ
.
五
五

O
同
」
を
二
五
、

六
O
O円
」
に
改
め
る
。

ω税
法
に
規
定
す
る
(
凶

O
%軽
減
吋

組
)
被
保
険
者

{
当
該
納
税
者
を
除
く
J

一
人
に

つ
い
て

二

七
五

O
O
O円
」

を

二

八

O
、

0
0
0円
」
を
加

nし

た
金
額
を
超
え
な
い
世
暗
に
係
る
納
税

義
務
古
に
改
め
る
@

例
被
保
険
者
均
等
制
狐

被
保
険
者
(
世
幣
主
を
除
く
)

一
人
に
つ
い
て
「
四
‘
六
五

O
同
L

V
届
出
か
ら
契
約
ま
で

届
出
向
必
要
な
土
地
を
売
口
契
約
す

る
場
合
、
役
場
に
用
意
し
て
あ
る
届
出

用
紙
に
記
入
、
企
画
税
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
.

こ
の
届
出
告
は
知
事
に
送
ら
れ
ま
す

が
間
出
後
‘
六
迎
聞
は
契
約
で
き
ま
せ

ん
.
こ
内
川
、
知
事
は
取
引
価
怖
や
利

用
目
的
な
ど
に
つ
い
て
審
査
し
‘
不
適

正
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
取
引
の
中

止
‘
ま
た
は
変
克
を
勧
告
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
@

を
「
五

二

O
O阿
」
に
改
め
る
。

川
世
帯
別
平
等
訓
初

一
世
刊
に
つ

い
て
「
八
、
四

O
O

阿
」
を
「
一

O
、
四

O
O円
」
に
改

め
る
.

-
J
K
7
金
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い

て

本
1:11 

行
雄
氏

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

-
田
代
通
り
線
(
国
道
l
因

代
橋
)
道
路
改
良
工
事
請

負
契
約
締
結
に
つ
い

て

工
事
的
概
要

路
盤
工

L
H四
五
三

m

w
l

一
五
m

L
I六
九
八
m

排
水
工

-
金
原
第
二
地
区
頭
首
工
災

そ
れ
以
外
的
場
合
に
は
、
府
出
日
か

ら
六
週
間
以
内
に
勧
告
を
し
な
い
旨
‘

文
岱
で
通
知
し
ま
す
.

こ
の
通
知
を
受

け
取
る
と
抑
止
約
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
.

-
問
い
合
せ
は

企
画
課
企
画
係
ま
で
.

農
地
の
無
断
転
用

は
違
反
で
す

ー
必

ず

許

可

を

1

一
度
は
う
け
よ
う

成
人
病
健
診

成
人
摘
は
慢
性
病
の
一
一
蹴
で
、

中
年

を
過
ぎ
る
と
怠

m
L、
職
場
で
は
働
き

ざ
か
り、

家
庭
で
は

一
家
的
柱
と
も
い

う
べ
き
人
を
鎖
、
ヲ
恐
い
病
気
で
す
.
し

か
し
ふ
だ
ん
か
ら
の
心
が
け
と
摂
生

で
十
分
に
防
ぐ
、」
と
が
で
き
る
の
も
成

人
病
で
す
。

今 金町内成人病による死亡

E出弓E中

ガン

'し、臓荊
Aいよ

(A) 
30 

20 

10 

全
国
的
に
み
る
と
百
人
に
吋

L

六

十
五
人
が
成
人
荊
に
よ
る
死
亡
で
あ
り

ま
す
。
本
町
的
場
合
、昨
年
度
‘
百
人
に

対
し
、
八
十
三
人
が
成
人
荊
に
よ
る
死

亡
と
明
加
率
を
し
め
し
て
お
り
ま
す
.

町
で
は
、

成
人
梢
干
肋
町

一
川
と
し

て
左
記
の
よ
う
な
健
診
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
.

51 52 53 54 55 56伺

j[51 
護窓

ー
、
胃
腸
病
横
診

日
程

8
月

四

四

。
白
日

2
月
3
・
4
日

-
時
間

場
所

内
容

午
前
6
時
か
ら

町
民
セ
ン
タ
ー

検
診
車
に
よ
る
バ
リ
ウ
ム

逃
彬

み
ん
な
の
願
い

国
鉄
瀬
棚
蹄
存
続
期
成
金
は
六
月
五

日
総
会
を
問
仙
、
今
金
、
瀬
棚
、
北
楠

山
、

大
成
、
長
万
部
町
首
長
や
楠
山
正

庁
長
等
の
関
係
者
が
害
加
、
瀬
棚
線
存

続
に
つ
い
て
「
瀬
棚
組
を
守
る
た
め
、

地
減
ぐ
る
み
町
巡
動
に
こ
協
力
を
」
を

訴
え
、
関
係
者
に
よ
り
各
駅
に
お
い
て

チ
ラ
シ
を
配
布
、

存
続
巡
動
向

P
R
い

た
し
ま
し
た
.

2 
時 日 、

間程婦

ワ人
員科
7 健

診
8 

9 

10 
日

-
場
所

午
前
8
時
か
ら

町
民
セ
ン
タ
ー

輸
診
車
に
よ
る
組
織
検
査

当
目
的
午
後
に
粕
川市
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

-
内
容

3
、
結
核
・
循
環
器
横
診

・
日
程

H
月
目

。
日

η

M

-

回
目
的
5
日
間

午
前
9
時
か
ら

各
部
部
会
館

レ
ン
ト
ゲ
ン
搬
彬

検
尿

血
圧
測
定

-
時
間

・
場
所

・
内
容

4
、

一
般
健
康
相
談

・
日
程

毎
月
如
2
月
ょ
う
日

・
時
間

午
前
回
時
か
ら

輸
尿

-
血
圧
制
定

位
脱
上
町
心
配
ご
と
相
談

-
内
容

害
復
旧
工
事
請
負
契
約
締

結
に
つ
い
て

工
事
的
概
要

副
首
工

一
ヶ
所

地

長

L
I
-
-
三
O
m

型

式

フ

ロ

テ

ン

ク

タ

イ

プ

-
金
原
第

二
地
区
頭
首
工

(
水
門
工
)
災
害
復
旧
工
事

請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

工
事
の
概
要

ゲ

l
ト
エ

L
UN
-
-
・
三
O
m

H
I
一
一
一
五

m

ス
ラ
イ
ド
式
ロ
l
ラ

ゲ

l
ト

型

式

内陣
地
に
併
可
を
受
け
な
い
で
住
宅
を

建
て
た
り
、
組
林
地
に
し
た
り
、
無
断

で
転
用
し
た
場
合
は
、
燥
地
法
に
違
反

す
る
こ
と
に
主
り
、
山
川
則
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
.

民
地
に
住
宅
や
工
場
を
建
て
る
場
合

は
必
ず
事
前
に
農
業
委
員
会
に
申
し
出

て
、
知
事
的
貯
可
を
受
け
て
下
さ
い
.

-
問
い
合
せ
は

股
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

以
上
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
「
自

分
の
か
ら
だ
は
自
分
が
一
番
良
く
知

っ
て

い
る
U

と
冒
う
古
が
お
ら
れ
ま
す

が
錯
覚
に
す
き
主
い
場
合
が
あ
り
、
γ
る

こ
と
で
す
.

な
ぜ
な
ら
、
耐
気
の
な
か
に
は
自
党

症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
、

U
そ
か

に
進
行
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
か
ら

で
す
.
と
く
に
成
人
病
は
、
知
ら
な
い

う
ち
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
弔
え
合
わ
せ

る
と
、

た
ん
な
る
位
脱

へ
町
自
信
の
み

で
は
蝕
肢
は
保
証
さ
れ
ま
せ
ん
.

近
ご
ろ
他
康
診
断
や
各
航
検
診
へ
の

認
叫
叫
が
町
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
位
訟
の

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
砧
極
的
に
受
診

さ
れ
、
自
分
自
身
の
か
ら
だ
の
健
康
管

理
を
、
』
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

き
て
、
輸
訟
の
機
会
に
的
ぐ
ま
れ

受
診
さ
れ
た
か
た
は
、
そ
の
後
ど
の
よ

う
な
日
常
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。
な
か
に
は
な
に
か
摘
気
が

発
見
さ
れ
た
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

い
う
ま
で
も
な
〈
検
診
の
目
的
は
、

健
康
を
診
断
し
ひ
き
続
い
て
哨
気
を

早
制
発
見
、
早
期
治
療
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

フグ〉

か年
らに

te 
は回
白 Iま
分比

で与長
U 混じ

週l受
L Iす
ま
し自
よ分

健民グラウンドガ

完成いたしました

使用申込みは

総合体育館まで

( 2 ) 

( 3 ) 



( )は50年
図柄数字

人口総数 9，241人
(9，279) 

ム38
世帯数 2，619世帯

(2，598) 
21世帯

( 3 ) 男 4，552人 90歳以上 女 4，689人 ( 10) 

(14 ) (4，497) 85 - 89 (4，782) (18) 

(40) 対比 55 80 - 84 80 対比 ム93 (45) 

(71) 91 75 - 79 94 (1防)

(130) 146 70 - 74 153 (115) 

(156) 148 65 - 69 215 (166) 

(178) 叫99 60 - 64 223 ，Ii' (237) 

(202) 257 55 - 59 295 
開

(234) 

(269) 361 50 - 54 360 (301) 

(350) I 412 45 - 49 343 (368) 

(404) 301 40 - 44 334 (352) 

(318) 302 35 - 39 303 (355) 

(283) 363 30 - 34 376 (326) 

(299) 312 25 - 29 317 (375) 

(243) T 214 20 - 24 223 (301) 

(285) 313 15 - 19 298 。 (2ω) 

(442) 367 10 - 14 376 (429) 

(399) I 386 5 9 365 (382) 

(411) 316 0歳-4歳 300 (354) 

年齢別人口構成

我
ガ
園
の
こ
ど
も
の
数

ハ
一
五
歳
未
満
人
口
〉
に
つ
い
て

|統計アラカルト

一
我
ガ
国
の
こ
ど
も
の
数
は
一

一
一
一
七
四
三
万
人
、
総
人
口
一

一

の

二

三

・

二

%

一

昭
和
五
七
年
四
月
一
日
現
在
的
こ
ど
も
の

数
二
五
歳
未
満
人
口
。
以
下
同
じ
。
)
は
、

二
七
四
三
万
人
で
あ
り
、
男
子
は
一
四

O
七

万
人
で
、
女
子
の
一
=
一三
六
万
人
に
比
べ
て

七
一
万
人
多
く
な
っ
て
い
る
。

女
子
一

O
O人
に
対
す
る
男
子
の
比
率
(
性

比
)
は

一
O
五
と
な
り、

ヒ
こ
数
年
同
水
準

で
あ
る
。

(昭和57年 4月1日現在)年齢各歳jJ~こどもの数図 l

200 

180 

160 

6 不 7 不 8 不 9 不叩不 11不 12平 1 3平!~~
歳学歳学歳学歳q:.歳字放学成学歳学M農学

3 6 3 
年年年年年年年年年
相相相相相相相相相
当当当当当当当当主

5 
歳

4 
歳

3 
歳

140 

120 

万 0
人

(昭和57年 4月l日現在)

illi:13 -5歳If， L!:~l歳 \111口4段、
(小学生時代以中学生時代)

565 

4.1 

3.8 

29日

275 

4.8 

5.0 

4.6 

580 

1190 

610 

10.5 

9.7 

10.1 

519 

266 

253 

4.6 

4.2 

4.4 

228 

4.0 

469 

241 

総人口|こどもの数
( 0 -14歳)

2743 

1336 

24.2 

14日7

23.2 

22.2 

5818 

6006 

100.0 

100.0 

11824 

100.0 

こどもの数

女

男女計

男

男女計

男

分

女

(
万
人

人
口

表 I

区

割
合
(
%
)

年
代
別
に
は
、
五
歳
以
下
町
乳
幼
児
が
九

八
八
万
人
(
総
人
口
の
八

-
四
%
)
、
六

1
一

一
歳
の
小
学
生
の
年
代
が

一
一
九

O
万
人
(
同

一
O

一
%
)
、
一
二

1
一
四
歳
町
中
学
生
何

年
代
が
五
六
五
万
人
(
同
四
八
%
)
と
な

っ
て
い
る
。

)
 

じ
に

上
人∞

男

二
一

l
き

守
主
つ(
 

105 105 105 106 105 97 

-・圃

450 

↑f

一一色喜一乞£創立接持
E
E
E相

(4 ) 

400 

緑
町
生
産
基
地
、
道
産
米
と
牛
乳
は
良
薬
の
投
下
車
が
少
な
く
、
良
質
に

S
A
、

消
潔
な
柴
養
食
品
で
す
。

マ

銘

柄

別

道

産

米

混

入

割

合

3∞ 200 

lOkg当り

銘 柄 品質区分 遺産米混入比率 1面 絡

金 将 中 米 11 65%以下 4，15日円

銀 4呼 中 米 111 85%以下 3，900円

て7 て7 ，~ 特例標準価格未 100% 3，185円

系

100人

ンレクホ

100人

lOkg当り

銘 キ間 品質区分 道産米混入比率 価 格

昔 未 中 米 11 65%以下 4，100円

寿 沖と 中 米 111 85%以下 3，750円

大 黒 N 85%以下 3，580円

特 例 特例標準価格未 100% 3，185円

系穀米館函

200 

川 白

島 山

マ
米
の
登
録
販
売
后
は
次
の
と
お
り
で
す
。

商

庖

・

竹

中

商

底

・

滝

商

庖

・

坂

本

商

庖

阿

底庖

昔日 1尺

商商

七第一
同一
一 期

ガ日 堕足

ま十の
で百納

です 期leI: 

300 450400 

町民センター

〈
一
般
図
書
〉

大
田
博
太
郎
日
本
町
町
並
み
(
問
、

十
巻
)

小
合
武
一
ー
l
著
作
集

(
十
三
巻
)

津

本

陽

l
真
紅
の
セ
ラ
テ
ィ
ア

芹
沢
光
泊
郎
堂
内
彬
は
長
〈

水

上

勉

母

一
夜

吉
川
英
治
全
集
(
三
十
巻
)

川
端
康
成
|
全
集

(一
一一十
三
巻
)

重
拍
車
芳
子

l
雛
町
肌

篠
田
一
土
明
治
の
古
典
(
七
巻
)

=
一
浦
綾
子
育
い
腕

戸
川
緒
佐
武
吉
田
茂
と
復
興
へ
の
選

択

丹
羽
文
雄
|
樹
海
(
上
下
)

有
吉
佐
和
子
復
合
汚
染
(
上
下
)

大
陸
み
な
子
オ
レ
ゴ
ン
夢
十
夜

倉
橋
由
美
子
l
域
内
中
の
城

山
口
玲
子
ー
と
く
と
我
を
見
た
ま
え

山

本

道

子

天

使
よ
海
に
舞
え

戸
田
口
出
子
融
え
て
生
き
よ
う

向
楠
た
か
子
|
怪
し
み

日
田
多
恵
子
|
三
千
世
界
に
梅
町
花

玉
井
義
臣
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
へ

的
手
紙

名
木
多
恵
子
!
み
る
く
坂
を
の
ぼ
っ
て

波
多
野
勤
子

l
少
年
則

田

中

康

夫

l
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
な
午
後

西
村
舟
行
牛
馬
解
き
放
ち

斉

藤

栄

春

夏

秋

冬

殺

人

事

件

遠

藤

周

作

l
女
の
一
生

渡
辺
淳
一

l
化
粧
(
上
下
)

地
回
み
ず
子
ま
笛

松
村
宜
視
悲
劇
の
よ
う
に

玉
到
究
!
湖
町
道
草

有
吉
佐
和
子
|
出
雲
町
阿
国
(
上
下
)

水
上

勉

|
地
内
乳
房
(
上
)

〈
児
童
図
書
V

5
F
干
供
図
書
館
(
全
二
十
六
巻
)

先
生
町
と
っ
て
お
き
の
話
(
全
三
十
六

巻
)

受
賞
図
啓
セ
y
ト
(
全
二
十
三
巻
)

君
た
ち
の
将
来
は
(
全
十
二
巻
)

の
び
の
び
人
生
論
(
全
十
四
巻
)



段に落
とよの
なる変
ご奪合!R
や食等
カ・とを
なお見
券、学
園に
気さお
でわ昼
しも、 Iま
た、合

・ー 問手

+ー+ー+-+-司令-+-ー←-<

ー吋~喰、

授 跳 る も監を部学
業ぷ特っと始 ，-y~校英
をこ昧て先的有~，利
英と教指生て而ハ
特(科導がか門月 小

音指にーら花四学
楽導あ丸七 百 日校

たと年叩にに

礎 体り な自 由|出 お
器官、つを E 設い
等)集て迫1で‘て
に 走 団 東 え 仕 J t
よるに践、主合凶
る、ょを児三指葉

の
怠
か
で

更
に
は
、
特
別
活
動

(学
級
会
、
学

校
行
事
)
と
し
て
、
修
学
旅
行
結
栄
町

話
し
合
い
を
し
た
り
、
英
利
岡
ダ
ム
建

設
に
伴
う
.
ダ
ム
建
設
位
也
、
団
地
集

るょに

業

年

授

学

楽

室
岡
立
田

4
、

』

F低
学
年
に
よ
る
体
育
授
業

圃

( 6 ) 

英
利
河
川
畑
山
批
入
口
で
今
金
古
林
判

的
主
制
に
よ
る
植
樹
祭
が
五
月
二
十

四
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
界
的
代
表
者
九
十
人
や
、
地
元

森道い

林産又大
組葉 、ノ都

合t<紬 U
長献化で
の貨のし
{予を ]')J た
藤受労 .

綱けで
義た五
さ‘月
ん今ト
か金八
ら 町 日

オ
ア
シ
ス
の
森
を

カe

英
利
河
小
学
校
全
校
生
徒
九
人
が
六

年
生
ト
ド
マ

y
苗
木
千
百
本
を
組
側
、

生
徒
は
初
め
て
の
参
加
と
あ
っ
て
、

記
念
植
樹
前
に
名
札
を
た
て
、
も
ら

授
訂
記
念
と
し
て
ツ
ソ
ン
二
十
本

務
附
さ
れ
、
帥
に
亦
い
花
が
と
て

美
し
〈
さ
え
て
お
り
ま
し
た
.

も

み
つ
め
て
ウ
ッ
ト
リ

ト
て
、
、
山
会

J

叶
和
記
ち

丹
『
ノ
l

J 

第
七
回
目
を
迎
え
た
美
利
河
カ
ニ
カ
ン
岳

(
九
八
一

m
)
向
山
開
き
が
六
月
六
日
に
あ
り
ま
し
た
。

主
催
.
町
観
光
協
会
、
主
管
、
今
金
山
岳
会
の
も
と

に
、
函
館
、
室
蘭
、
長
万
部
方
面
か
ら
の
参
加
が
増

え
、
朝

一
番
町
列
車
で
六

O
人
が
駆
け
つ
け
る
な
ど
、

総
勢

一
五

O
人
を
数
え
る
人
民
で
し
た
。

登
山
者
年
齢
は
、
下
は
五
歳
か
ら
上
は
六
五
歳
と
多

様
で
あ
り
ま
し
た
が
全
貝
登
頂
、
展
望
も
快
晴
絶
好

で
内
浦
湾
か
ら
羊
蹄
山
、
ニ
セ
コ
連
時
が

一
望
で
き
.

宮
渓
を
滑

っ
て
歓
声
を
あ
げ
る
人
な
ど
で
お
、
に
さ

わ
い
で
し
た
。

d

司
山
頂
を

d

司
風
光
め
い
び
に
お
お
ハ
シ
ヤ
ギ
の
子
供
た
ち

4 

‘ 

d 

. 
._. -~ 
‘ 

〆‘.: ~"... 

(7) 



ヲン」プミ
防

ブ犯
レ灯
ラを
ト

北
屯
北
楠
山
，
N
業
所
か
ら
「
こ
ん
に

ち
は
切
開
」
サ
ー
ビ
ス
行
事
的
一
蹟
と

し
て
六
月
十
一
日
、
防
犯
灯
六
基
が
贈

ら
れ
、
町
で
は
ν
附
が
り
の
点
検
e
な
ど

般
世
必
要
倒
所
を
制
班
、
早
也
に
取
り

付
け
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
.

4

司
町
長
巳
目
録
を
手
わ
芝
す

北
電
北
信
山
営
業
所
長

仔
馬
の
誕
生

/
'
 馬

鹿
娠
興
、
肉
用
牛
肉
導
入
と
、
複

合
化
経
官
を
め
ざ
し
て
肉
用
牛
四
月

二
五
頭
‘
五
月
二
五
頭
と
導
入
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

助
産
に
つ
い
て
は
毎
年
計
画
噂
入
を

し
て
三
ヶ
年
が
経
過
、
導
入
総
顕
教
五

四
頭
に
な
り
、
現
在
町
全
体
総
頭
数

一

凶

O
頭
を
数
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
仔
同
生
産
頭
数
二
四
頑
と
生

産
車
は
あ
ま
り
良
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が

荒
々
と
振
興
が
図
ら
れ
、
か
わ
い
い
親

子
が
草
を
食
べ
て
お
り
ま
し
た
。

四
H
ク
ラ
ブ
ガ

一
斉
防
疫
を

悲
の
百
合
内
外
の
一
斉
消
協
を
実
施
し
て
く
れ
ま
し
た
。

六
月
九
日
1
十

一
日
ま
で
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
朝
町
六

時
か
ら
午
後
六
時
に
亘
る
ま
で
宥
閥
、
延
べ
十
二
人
が
「一

斉
防
疫
拙
川
却
を
ね
ら
い
」
原

境
衛
生
に
ご
協
力
し
て
く
れ

ま
し
た
。

風景

力作がせいぞろい。静かなムード。

4公民
z;; 刀ミ展

創
立
初
周
年
を
迎
え
て

展
会
員
)丸
山
忠
敬

(新
道
展
会
貝
)

佐
藤
万
舟
夫

(
新
道
展
会
只
)
山

下
武
抑

(北
海
道
新
聞
図
案
家
.
一

級
イ
ラ
ス
ト
)
後

藤

哲

(土
附
会

員
)
丸
山
恵
三

(
新
美
展
会
只
)
専

各
氏
的
作
品
が
づ
ら
り
と
展
示、

更

に
物
放
会
民
的
森
山
安

一
さ
ん
の
作

品
も
展
示
、
二
百
五
+
人
を
越
え
る

参
観
者
が
止
か
ら
次
へ
と
や

っ
て
き

て
お
り
ま
し
た
。

文
化
団
体
的
北
陽
画
会
は
三
十
周

年
を
記
念
し
て
郷
土
出
身
者
合
同
肢

を
六
月
四
i
六
日
ま
で
の
三
日
間
に

わ
た
り
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

作
品
展
示
占
数
は
五
十
一

点
と
所

せ
ま
し
と
展
示
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
.出

品
者
は
現
在
、
道
央
、
中
央
で

活
躍
し
て
い
る
、
新
党
吉
郎

(全
道

V畜曾消毒をする四Hクラブ所 考州j受取人金 ・物品 ・労力

庭園町1.'!.取り
2時/UJ40分

預託内容{王団体代表者、個人氏名

極川婦人会
代表高橋 阻歩手JII¥ 

且施設のため)11 極政子

よ
り
よ
く

)
2

美
し
く
と
俳
句
心
/

商
工
会
青
年
部
は
六
月
十

一日

に
今

~
p

金
幼
稚
園
町
遊
園
地
盤
備
に
汗
を
流
し

て

て
労
力
事
仕
子
供
た
ち
は
完
成
ま
ち

を
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
並
舟
聞
、
保
育
所
、
百
合

保
有
国
に
花
的
首
四
六

O
本
あ
ま
り
を

寄
贈
整
備
を
図
る
主
ど
‘
延
ベ
ム
ハ

O
人

以
上
何
事
仕
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
.

( B ) 

1/ 

(9 ) 

前月号10，000円と掲紙いた
しましたが左記の金額のあ
やまりでしたので訂正数し
ます。

合
図

図

光の皇学園

1111 
且

百
育

舟

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

{果

￥20，000内

花だん草取り
1時IHJ40分 20名

ツツジ公団草取り
2時間 6名

￥ 100，000内

￥ 100，000同

200本

￥ 8，000円

￥ 3，000円

花苗

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

'~.-': 片。

八幡町

南栄町

八幡町

昭和町

束

御

八

.4l 

敏幸

鶴雄

大倉啓太郎

健治

立正佼成会楠山支部
背年部代表

白井 俄罰百

回中

山本

佐藤

商工会1'1年部
代表 沢



大
学
辛
難

後
、
国
民

年
金
仁
加

入
し
て
、
実
家
の
商

売
を
手
伝
っ
て
き
ま

し
た
が
、
三
年
前
に

商
事
会
社
に
就
職
し

て
厚
生
年
金
保
険
に

も
加
入
、
今
日
正
で

両
方
の
保
険
料
を
納

め
て
き
ま
し
た
。
と

二
ろ
が
最
近
、
知
人

か
ら
異
な
る
年
金
へ

の
重
複
加
入
は
で
き

な
い
は
ず
、
と
雷
わ

れ
ま
し
た
。
本
当
で

し
ょ
う
が
。

国民年金と厚生年金の両方に

保険料を払ってきましだが

問

国
民
年
金
的
被
保
険
者

(加
入
者
)
に
な
る
資
格

は
、
国
民
年
金
法
と
い

う
法
律
で
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て

答

い
ま
す
.
「
日
本
国
内
に
住
所
を
有

す
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
日

本
国
民
は
、
国
民
年
金
町
被
保
険
者

と
す
る
」

た
だ
し
、
厚
生
年
金
、船
員
保
険
、

共
済
組
合
な
ど
の
公
的
年
金
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
年
金
制

度
に
よ
っ
て
保
噂
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
国
民
年
金
的
被
保
険
者
に
な
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
お
問
い
合
わ
せ
の

場
合
も
、
現
夜
は
国
民
年
金
に
加
入

す
る
資
倍
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
早

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

《
当
然
加
入
と
佳
意
加
入
v

国
民
年
金
は
.
資
怖
が
あ
る
者
が

当
然
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

制
度
で
す
か
ら
.
先
に
挙
げ
た
よ
う

な
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る

人
や
既
に
年
金
を
受
け
る
資
格
を
持

っ
て

い
る
人
と
そ
の
配
偶
者
‘
昼
間

部
同
学
生
な
ど
を
除
く
満
二
十
歳
以

上
六
十
歳
未
満
の
人
は
、
必
ず
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
(
当
然
加

入
被
保
険
者
可

た
だ
し
、
ほ
か
何
年
金
制
度
か
り

重
複
加
入
は
で
き
ま
せ
ん

早
急
に
役
場
へ
届
け
出
を

急
に
お
住
ま
い
の
(
市
区
町
村
)
役
場

に
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
向
資
格
は
、
こ
う
し
た

場
合
の
ほ
か
、
死
亡
し
た
と
き
六

十
歳
に
な

っ
た
と
き
な
ど
に
も
失
わ

れ
ま
す
の
で

(市
区
町
村
)役
場
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
あ
な
た
が
畳
間
限
納
付
し
た

国
民
年
金
の
保
険
料
は
市
町
村
役
場

に
還
付
結
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
還
付
を
受
け
る
怖
利
が
発
生
し

て
か
ら
一
一
年
を
経
過
す
る
と
失
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
円
十
め
に

給
付
を
受
け
句
れ
る
人
や
他
の
公
的

年
金
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者
な
ど

当
然
加
入
の
対
量
に
主
ら
な
い
人
で

も
、
希
望
す
れ
ば
被
保
険
者
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す

(任
意
加
入
値
保

険
者
)。

〈
加
入
手
続
き
と
保
険
料
〉

国
民
年
金
に
加
入
す
る
場
合
は
、

(
市
区
町
村
)
役
場
に
届
け
出
て
手

続
き
を
行
い
、
国
民
年
金
手
帳
を
受

け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
は
、
決
め
ら
れ
た
傾
向

保
険
料
を
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す

が
、
生
活
保
識
を
受
け
て
い
た
り、

所
得
が
な
い
と
き
な
ど
は
、
納
付
が

免
除
さ
れ
ま
す
.

〈
八
種
類
の
給
付
v

給
付
さ
れ
る
年
金
に
は
、
老
齢
年

金
、
通
算
老
齢
年
金
.
障
害
年
金
、

母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年

金
‘
寡
婦
年
金
、
死
亡
一
時
金
円
八

種
類
が
あ
り
ま
す
.
給
付
額
は
、
保

険
料
円
納
付
期
間
な
ど
に
応
じ
て
計

持
さ
れ
ま
す
が
、
給
付
を
受
け
る
た

め
の
条
件
や
給
付
の
始
ま
る
時
期
な

ど
は
、
種
類
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り

ま
す
。

〈
福
祉
年
金
v

以
上、

ご
紹
介
し
た
の
は
加
入
者

が
納
め
た
保
険
料
と
国
庫
負
担
な
ど

で
給
付
が
ま
か
な
わ
れ
る
拠
出
性
年

金
で
す
が
、
国
民
年
金
に
は
も
う

一

つ
、
給
付
の
全
納
を
国
で
負
担
す
る

福
祉
年
金

(無
拠
出
年
金
)
が
あ
リ

ま
す
。

こ
れ
は
国
民
年
金
へ
の
加
入
期

間
が
短
い
た
め
に
支
給
が
受
け
ら
れ

主
い
人
や
、
国
民
年
金
制
度
が
発
足

(昭
和
三
十
四
年
十

一
月

一
日
)
し

た
と
き
に
、
既
に
老
齢
身
体
障
害

者
あ
る
い
は
母
子
世
惜
で
あ
っ
た
人

に
年
金
を
支
給
し
て
生
活
円
安
定
を

図
る
制
度
で
す
。

協
制
年
金
は
、
全
額
図
的
費
用
で

支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、
本
人
お
よ
び

扶
養
義
務
者
の
所
得
が

一
定
以
上
あ

る
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

そう夏休み・…子供の交通事故をな
夏休みに入ると、子供たちは、解放感などか

ら、せっかく身についた正しい交通ルールや

安全な動作を忘れがちになります。家族みん

なで、交通安全について話し合いましょう 。

• 
【10)

わガ家のアイドル
笹井 繁さんの畏女 (商工団地)

えみりちゃん 56.9 . 5生

手遊びと歌がと っても好き、い

つも リズムにあわせて揃っていま

す。外では土いじり、ブラ ンコと

いつもにぎやかです.

施
方
領
土
返
遣
要
求
強
調
月
間
自

8
月
1
日

至

8
月
別
白

梅
山
支
庁
・
合
金
町
・
北
方
同
盟
福
山
地
方
支
部

空<!かんの
舟をつぐδう

ビニノレ

〈ゼiきあがり> '7"-7 

(11) 
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圃踏切道工事 に伴うお願い

国鉄では断。J改修をするため、下期的期間工事壱いた

r-JIしますのて二'協力をお願いします.
四角a
t<il 1>日 時 7月 5日-9日 8時一 17時まで

i> 1 1>場所字何illl({主lill230号組)

i 1 1>日時 7月12日-16日 8時 -17時まで

b場所等航川 (品批liiJ踏 切 )

la 

- 列車事故防ll:のご協力を

国鉄では 6月30日まで鉄道妨害防止円運動期間 として

;|一一一~崎明、一一一

-郵便局からのお知らせ ~ 
lT. 

砂小包郵悦物が早〈、そして安くなりま Lた 11>

従来的航空小包特料金が廃止 となり、述連小包の料金 |ど

はそ町ままで空輔されます。 1桓

砂手紙と小包が同時に配達されます IIB
小包に添えられる手紙の風格は定!日蝉f!l!物又は郵便町 I

附 {ミニレター -i曲に限ります。 1:::
砂郵政省では小中学生の手紙 。作文コンク ル作品を~} I 

鈍しております.

;;r.!JSJUIIUJ 7月20日まで与

。問い合せはもより郵便局まで


